岡山孤児院の茶臼原農場学校での5年目の教育実践の成果(2)ある農場学校生の4月から8月の日誌分析を通して by 菊池 義昭
【Abstract】
This paper reveals realities of education and life in Chausubaru Farm School of Okayama
Orphanage by analyzing the second-year farm school student’s diary, written from April, written
from April to August of 1919, from seven points of view. The results are as follows. In his weekly
life, except that on Wednesday, he got up at six, brushing his tooth, having breakfast in the dining
room of his dormitory, going to school at eight and learning subjects.
The subjects were Japanese language, composition, English, arithmetic, history, the Bible studies,
gardening and stock farming. Since July geography and chemistry had been added to the subjects.
In the afternoon, he had lunch at noon, from one o’clock in the afternoon doing farm work and
teaching Yanagisawa’s children agricultural practice with his friend. He finished the agricultural
practice around at six in the afternoon, having dinner in the dining room, taking a bath, attending
meetings like a preparatory meeting for Sunday school, reviewing subjects, writing the diary and
went to bed.
On Wednesdays, he took agricultural practice in the morning and in June he did so for rice planting.
In August he didn’t go to school for summer vacation, but he kept farming work both in the school
farm and that of his home building.
The above facts show as follows. While he learned general education, Christianity and new
agricultural techniques in the morning, in the afternoon he experientially did the cultivation of
upland rice, rice, soybeans, eggplants and sweet potatoes, and sericulture with agricultural support,
in the dormitory. After dinner, he participated in the meetings like entertainment meetings, Sunday
school preparation meetings, youth association, student assemblies and farewell parties. Then he
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Results of five-year education practice in Chausubaru Farm School of Okayama
Orphanage (2): Analysis of a farm school student's diary from April to August
―ある農場学校生の 4月から 8月の日誌分析を通して―
culture.Under Mr. Matsumoto’s guidance, he learned the importance of discipline and mutual
cooperation in collective life.
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᭶᭙᪥ ⅆ᭙᪥ Ỉ᭙᪥ ᮌ᭙᪥ 㔠᭙᪥ ᅵ᭙᪥
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᫬㛫┠ ᐇ⩦ ⪷᭩◊✲ ᐇ⩦ ⟬⾡ Ṕྐ ␆⏘
᫬㛫┠ ᐇ⩦ ⱥㄒ ᐇ⩦ ໬Ꮫ ⱥㄒ ⟬⾡
᫬㛫┠ ᐇ⩦ ᅬⱁ ᐇ⩦ ໬Ꮫ ⱥㄒ ᆅ⌮
表９ 農学部 2年生の 7月の時間割案
24日午後８時からは、福島市に帰宅する練習生（第２回同校卒業生）の福194-立22）の送別会が
開催され、松本校長、江川先生、生徒代表などの送別の辞あり、22日に大牟田市より来院中の出身
者で救世軍士官の熱心な話に「感心」していた。その他に、３日には、友人から手紙が届き、兄に
写真を送ったら、14日に兄からハガキが届き、それを読んで自分の字が下手であることを反省して
いたため、兄との手紙での交流が再確認できた。26日には、６月15日にハガキで請求していた英語
研究所の見本が届き、英語の勉強に強い興味を持っていたことも理解できた。
このように、７月の晩食後は、入浴後夏の暑さが続くなかで学科の復習にも取り組み、日誌を書
き就寝することが多かったが、日曜学校準備会、子供会、青年会総会、送別会にも参加し、兄など
に手紙を書くという生活であったことが理解できた。このため、７月の㋓の「宿舎での生活内容」
が確認でき、特に、各種の会議等に自主的に参加し、兄等との手紙の交流や英語に強い興味を持っ
ていたことが理解できた。
（５）日曜日の生活
そして、７月の日曜日の日課は、ほぼ午前８時より日曜学校を担当し、同９時半に終了し、同10
時からは礼拝に参加し、同11時半に終っていた。ただし、13日は、朝から友人と高鍋町の洋服屋に
行き、洋服の完成を確認したが完成していなかったと記していたことから、日曜学校を休んだこと
になる。20日の同学校では、11日夜に読んだ旧約聖書のダビデとゴリアテの話を子どもたちに読み
聞かせていた。27日は、同校１年生と合併で直井先生や友人が「教訓ノ御話」をしていた。
そして、日曜日の午後は、６日に洗濯をして算術の勉強をし、13日は清国からの留学生宅23）で
写真を見て遊んだり、上田先生の指示で高橋先生宅に行ったりしていた。20日は、昼食後洗濯をし
て、江川先生宅に遊びに行き、夏目金之助の有名な小説『ぼっちゃん』を読み「小説ムジヤキデ悪
シキノ無イ実ニ美シイ文章」と記していた。27日は、25日に上田先生と生徒の４人で畳入れをした
静養館を掃除し、午後７時の晩食後同館に宿泊をしていた。このように日曜日の午後は、留学生や
先生宅を訪問して交流し、小説などの最新の知識や文化に関する情報に接する機会になっていたこ
とが理解できた。このため、先のような事実から、７月の㋔の「日曜日の生活」の具体的な内容が
理解でき、㋕の「在学生との協力関係」の一端も見えてきた。
５）８月の日誌の内容と教育実践からの影響
（１）授業と生活の全体像
８月の授業と生活の内容は、表10のようになり、１日から学科はなく午前、午後とも実習になり、
６日からは夏休みということで、生活日課が変化した。また、夏休みは、１週間交代で休むと発表
されたが、完全な休暇ではなく、同校の農場や担当家庭舎の農作業は実施していた。さらに、岡-
竹の場合は、６日から９日まで、午前中同学校の農作業、午後は家庭舎の農作業を行っていたため、
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夏休みは10日以降と理解できた。
（２）夏休み直前の実習と夏休み中の生活内容
① 実習や生活の内容
このため、１日から９日までは、朝は午前５時半頃起きて草刈りをし、午前中は同校の生徒５人
から10人と桑畑、馬鈴薯畑、甘藷畑の施肥や中耕および水田の草取りを行っていた。午後は家庭舎
の桑畑鋤きや施肥、麦の収穫、水田の除草を実施し、晩食後は入浴するなどして就寝していた。
その中で、４日午後に松本校長より、夏休みの心得として、借金の多い生徒は３日間で草18把を
刈る仕事が命じられ、岡-竹を含む多くの生徒がこれに該当し、生活費を賄うため夏休み中の仕事
として草刈りを奨励していたことが理解できた。そして、草刈りが、夏休み中の重要な仕事になっ
たが、その内容は次項でまとめる。その他１年生には、陰日向のないように仕事に取り組むように
との指示も加えていた。
５日午前には、夏休みを前に松本校長、津江先生、小野田先生の話しがあり、６日朝より調理を
女子１人に生徒１人で実施する変更も指示された。この変更は、翌７日午後９時からの同校生徒に
よる臨時総会で確認されたが、その内容までは理解できない。
９日は、雨天で午前中の実習が津江先生の藁細工の指導に変り、午後は家庭舎と友人達から依頼
され、高鍋町に行き、鞍、鋤先、時計などを購入し帰院し、晩食後は明日宮崎町に行く許可をもら
うため松本校長を訪れ、５円を借りていた。ここから岡-竹の夏休みが始まったようで、翌10日は、
宮崎町のクラーク先生宅で開催される日曜学校講習会に出席した。朝午前５時に起き、友人と妻駅
発同５時50分の汽車で宮崎町に行くと、クラーク先生宅にはすでに他の友人２人と直井先生がおり、
同会は同11時に終了した。その後同町内に出て買物をし、友人２人は午後５時半の汽車で帰院した
が、岡-竹は同宅に宿泊した。翌11日は、午前６時に起きて同７時の祈祷会に参加し、同８時から
の日曜学校講習会に出席した。その内容は、記載がなく、日誌に３行の空白だけが残っていた。
12日は、農業見習中に親交のあった下穂北村赤池の牛田宅で起き、朝食を食べ、午前９時過ぎに
元農業見習先の矢野儀八郎宅でお茶を飲みんだとあることから、11日の同講習会終了後、牛田宅に
行き泊ったとみる。これは、13日がお盆の入であり、それに近い11日と12日を利用して農業見習先
などを訪問したと理解できた。また、帰院後の晩食は、来院中の大庭理事夫人24）より京都館で饗
応を受け、その後同夫人より、大庭理事の願いは農業を学び茶臼原で農業を実施することであると
記していた。
13日以降は、日曜日以外は農作業に従事し、午前と午後とも農場学校の甘藷畑打ちや家庭舎の大
豆の収穫を実施し、雨天時は藁細工を行っていた。そして、夏休みの農作業や行事で特記すべきは、
19日から22日かけての草刈り作業と、23日から27日の家庭舎の養蚕の手伝であり、かつ、30日から
９月１日の海水浴の行事であった。この内容は別項で述へることにし、これ以外の出来事を簡単に
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記載すると次のようになる。22日の晩食後には、清国の上海孤児院からの留学生23）の送別会の件
で生徒が集り話し合い、その後臨時総会で別科１年生の２人の間に起った事件について上田先生が
座長となり討論が開かれた。その結果２人には、５日間静養館で１日２食とし、便所掃除をするこ
とを決定した。最後には、海水浴の日程も指示されたが、先の生徒の問題行動への対処は生徒全員
で討議し決定したことが確認でき、これは生徒による自主的、主体的な自治意識の涵養に結びつく
重要な内容と理解できた。
また、留学生の送別会は、同級生で準備することになり、28日午後岡-竹等が準備を担当し、同
７時に完成した。送別会では、食事の他善哉などを食べ、余興等の後に留学生から返礼の辞があり、
同11時頃終了していた。なお、この留学生は、９月11日午後３時半の妻駅発の汽車で東京に行き、
東京市牛込区神楽町の城西館に下宿する上海孤児院長の甥の許で同居し、清国人のための予備校に
入り高等学校に入学する予定であった23）。
このように、８月は、夏休みに入り、学科の授業はなかったが、農場学校の農作業と家庭舎の農
作業は継続され、かつ、草刈り、養蚕の手伝い、日曜学校準備会等や海水浴の行事も加わっていた
ことが確認できた。そして、これらの活動が８月の夏休みの㋑の「教育内容」であり、㋒の「家庭
舎への農業支援」の内容であり、㋓の「宿舎での生活」の内容であったことが理解できた。
② 草刈り作業
朝の草刈り作業は、５月８日から実施され、毎日２把程の草刈り、生徒の生活費の一部を賄う作
業であった。その作業が８月４日の松本校長の指示で、５日からは毎日６把に増加し、19日には午
前３時に起きて20把刈り、22日まで集中的に草刈りを実施していた。他の生徒も同様に行い、草刈
りが生活費を確保するための夏休み中の重要な作業になっていたことが確認できた。19日からの草
刈り作業の内容は、次のように記していた。つまり、19日は、午前３時に目が覚め、月明りの中で
桜門に草刈りに行き10把を刈っていた。友人２人来て草刈りをし、明け方までに20把を刈り、柳沢
家の馬で運搬していた。午前中と午後は同家の大豆を収穫し、午後７時に終了して晩食を食べ、そ
の後また草刈りに行き、草刈りが終ると上田先生宅で風呂をもらい静養館に泊っていた。翌20日は、
同館から早く起きて宿舎に帰り、また、桜門近くの大豆畑へ草刈りに行くと、友人２人が草５、６
把を刈っていた。岡-竹も計21把、友人２人も各10把を刈り、馬を借用して運んでいた。そして、
同８時からは、家庭舎の大豆を収穫し、午後は青年会費を調べ、静養館下の水路で友人等と水浴を
して遊び、同５時頃から再度桜門へ草刈りに行き６把を刈っていた。その後、友人３人が来て同６
時半までに20把を刈り帰っていた。晩食時には友人たちと草刈りや桑摘みで、夜も寝ることができ
ないとの話しになり、友人の１人は40把も刈ったとの話を聞き、「我モマケギライ」なので桜門に
草刈りに行ったと記していた。
すると、すでに友人２人が草刈りをしており、同10時頃まで草刈りをしたが、月が雲に隠れ暗く
なり草刈りを中止し、月が出るまで無名館に宿泊することにした。翌21日は、午前４時頃同館から
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起きて「遅クナッタト云ヒナガラ」草刈りをし、10把程刈ったころに東の空が白んできたので、馬
を借り40把を運搬して帰っていた。そして、朝柳沢家に馬を返したが、同家の農作業はせず宿舎に
帰って休み日誌を書き、12時の鐘が鳴り昼食を食べ、午後３時まで休み、その後家庭舎の畑打ちを
同7時まで行い、晩食後水浴し就寝していた。
22日は、午前５時に起き、柳沢家の横の草を11把刈り、馬で運び納品伝票を書き、同９時から桑
畑の畑打ちをした。午後からは病人が出たため、江並医院に馬で行き応診を依頼し、その後夜は臨
時総会があり午前３時半に就寝していた。このように、19日から23日朝までは、日中の家庭舎での
農作業などと並行して、他の友人達と共に晩食後から早朝まで月明を利用し、寝る間も惜しんで集
中的かつ強行軍の草刈りを実施していたことが確認できた。また、この草刈りは、生徒たちにとっ
て生活費を稼ぐ夏休みの行事の１つになっていたことが確認できた。このため、夏休み中の草刈り
は、㋓の「宿舎での生活」を賄う生活費を稼ぐ作業の1つであり、さらに、㋕の「生徒間の協力関
係の内容」も理解できた。なお、生活費に関係する記述を追加しておくと、前述した６月の日役賃
の他に、５月３日先生より小遣い８円50銭を受け取り生徒に配付したことや、７月16日柳沢主婦よ
り大工賃80銭を受け取ったことが確認できた。
③ 養蚕の手伝い
養蚕は、各家庭舎の自活のための重要な現金収入であり、８月は１日に黒木平太郎より秋蚕種31
枚が送付され、石井家３枚、第一高橋家３枚、朝山家４枚、柳沢家４枚、小野家５枚、佐藤家５枚、
石田家５枚が配分され、飼育が始まった25）。蚕の飼育は、桑の葉を与えて掃立ての時期から繭を
作る場所に入る上蔟まであり、この間昼夜を問わず桑葉を与える重労働で、26日からは各家庭舎の
蚕が上簇を始め、28日に完了していた25）。そんな中で、岡-竹は、柳沢家の養蚕を手伝い、18日は
午後桑摘みに行く予定であったが行かなくてよいと知らせが来たと記していた。また、23日は、午
後７時半頃から午前１時頃まで養蚕を手伝い、宿舎に帰り日誌を書かず就寝していた。このため、
翌24日は朝の草刈りを休み、午後５時頃柳沢家に行き同12時まで養蚕を手伝って帰っていた。25日
は午前６時に起きて同家の養蚕を手伝い、午後は桑摘みに行き、同12時過ぎまで残っていた。26日
は、養蚕によくない雨がやみ、午前７時に柳沢家に行き、昼食を同家で食べ、午後は少し時間があっ
たので同家の畑の草を刈り、午後７時に晩食を食べて同家に行くと上簇が半数終り、明日早く上簇
となるため同家に宿泊した。翌27日は、午前３時に起き蚕を養い、同５時に起き成育の悪い蚕を取
り除き、午前８時前に農場学校に登校し、出席を取り、江川先生から海水浴の話しがあり、その後
午前も午後も同家の蕎麦畑づくりを行っていた。
このように、柳沢家の養蚕に対しても、上簇直前の繁忙期には昼夜を問わず手伝っていたことが
確認でき、これも夏休み中のもう１つの行事になっていた。このため、先の内容が夏休みのもう１
つの㋒「家庭舎への農業支援」の内容であったことが確認できた。
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④ 海水浴の行事内容
海水浴は、茶臼原孤児院全体の夏休みの行事で、かつ岡-竹にとって最も印象に残った行事の１
つであったようで、その内容を詳細に記していた。このため、その全貇が確認できた。この行事の
準備は、15日夜に江川先生宅に集った青年会で、海水浴を都農町で行うことが発表され、松本校長
からは青年会員に「何事モ頼ム」との話しなどがあった時からであった。そして、25日夜の臨時総
会の最後に、海水浴を26日から実施し、本科１年生、同２年生、別科生の順で、各２泊３日で実施
するとの報告があった。しかし、27日の午前８時の実習前に、江川先生から海水浴の日程変更が報
告され、28日より農場学校農学部１年生他が、30日より同校同部2年生他が、９月１日より女子部
が出発することになったので「さんびかフンドーシ等」を忘れぬようにとの注意があったと記して
いた。この変更は、養蚕の上簇が終了する日との関係とみられ、28日第一陣の下村家、松尾家、第
二高橋家と農場学校農学部１年生が、都農町の福浦海岸に２泊３日の予定で出発していた。
そして、岡-竹等の同校同部２年生は、30日に出発することになり、前日の29日は午後７時に宿
舎に帰ると海水浴の小遣いとして１円が支給され、晩食後は明日の準備をした。
30日は、午前４時に起き朝食を食べ、同５時半に静養館前に集合し、第二陣の佐藤家、小野家、
第一高橋家、同校同部2年生が出発した。「皆楽シゲニ嬉ビ勇ミテ」大きい子どもを先頭に、小さい
子どもは岡-竹他が付き添い歩いて行ったが、足が疲れてゆっくり歩き、先頭は同8時に福浦海水浴
場に到着していた。しかし、岡-竹等は同９時に着き、第１陣の同校同部１年生等は帰る支度をし
ていた。その後、岡-竹等は昼食を取り海水浴をし、見渡す限りの太平洋をみて、「皆ナ共ニ」沖へ
沖へと「面白ク」泳いだと記していた。このため、岡-竹等同校同部２年生の多くは、水泳が得意
であったことが理解できた。
また、午後は、岡-竹他２人が炊事当番のため、地元漁師から豊漁だった魚を買い、煮付けにし、
夕食はまず31人の子どもたちに食べさせ、その後大人たちも食した。晩食後は、子どもたちが散歩
に行く一方で、大人たちは夕陽会を開いたが、岡-竹等は炊事当番のため参加できなかった。午後
５時頃子どもたちが帰って来ると、「湯ヲ飲マシテ下サイ」、「今晩ノ馳走ガ良カッタノデタクサン
飲ンダ」と晩食の感想も話してくれた。また、大人たちも帰って来て、全員天幕（テント）の中で
就寝し、岡-竹等も「波ノ音ヲ聞ナガラ」天幕の中で眠り、１日目は終了した。
２日目の31日は、テントより起きて朝の海辺の心地良さを感じていると、子どもたちも起き出し、
テントの前で礼拝を行った。丁度、東の海から太陽の出てくる日の出を見ながら「天ノメグミ」に
祈った。礼拝後は、全員で朝食を食べ、同８時より全員集り「西瓜取ノ競争」を実施した。
まず、小学生が赤と白に分れ、農場学校生が審判を務めて実施し、その後同様に農場学校生も行っ
た。昼食の時間となり食後午後３時頃まで休憩していると、沖から漁を終えた舟が帰ってきたので、
同４時頃その舟２艘を借りて沖に漕ぎ出した。始めは沖へどんどん漕ぎ出し「皆面白」かったが、
１時間もすると船酔いをする者が出て、２時間後には陸地が見えなくなり、ほぼ全員が船酔いで嘔
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吐をし、倒れる者も出たので、引き返した。午後５時頃に帰り着いた時には、全員顔が青ざめ、も
う「舟ニハ乗ラム」と話していた。子どもたちはすでに天幕の中で寝ていたので、晩食を食べ夜は
夕陽会を開いた。
この会には、都農町のクリスチャンの女性3人も参加し、小野田先生の説教があり、賛美歌の合
唱などを行い同９時に終了し、テントに帰り寝たと記していた。このように、２日目の海水浴は、
午前中に西瓜取り競争、午後は舟に乗り遊んだが船酔いなどを体験し、夜は前日に続いてキリスト
教の集合を実施していたが、午後は楽しくも苦い経験になっていたことが分った。
３日目の９月１日は、波の音で起き茶臼原のことを考え、子どもたちが集り礼拝を行った。この
礼拝の光景は、口で表現できない程自然で美しいと記していた。そして、この日は、最後の第三陣
の女子部が来るので、３人の友人と自転車店で自転車を借り、迎えに行った。すると国道と県道の
分れ道で、末藤事務員と家庭舎の子どもたちが歩いてくるところに出会い、さらに進むと、石井院
母や年少児が乗る馬車にも会い、楽しそうに岡-竹等の名前を呼んでいた。そして、この様子を確
認して引き返し、自転車店で2時間の借用料20銭を支払い、昼食を用意し、馬車で来た子どもたち
をテントまで案内した。その後、茶臼原へ帰る友人もいたが、岡-竹等は残り、子どもたちと海水
浴をし、漁船の帰るのを待ち、高価な鯛を50銭で買い持ち帰った。帰りは、午後４時頃になり、途
中川南村あたりから雨が降り出し、木城村の高城橋のあたりから大雨となり雨宿りをしていると30
分程で晴れて来た。その後、歌を歌いながら柏木坂までくると、軍馬補充部を見学するため先に出
発した友人達に会い、一緒に帰院した。帰ると友人から手紙が来ていたので京都館に取りに行き、
雑炊を食で、４里程歩いた疲れですぐに就寝したと記していた。
以上が、夏休みの最後の行事となった２泊３日の海水浴の内容で、岡-竹を含む農場学校生など
が体験した、具体的な活動内容が確認でき、この内容から㋔の「茶臼原孤児院の行事」の１つであ
る海水浴の詳しい実態と農場学校農学部生の役割や、㋕の岡-竹を含む「農場学校生の協力関係」
の一端が理解できた。
おわりに
本稿では、岡-竹が農場学校農学部２年生に進級した年の１学期（４月から８月まで）の岡-竹日
誌の内容を、７つの課題を設けて分析し、同校での教育と生活の実態（内容）を解明した。また、
この実態そのものが岡-竹への「日常的な影響」と認識し、まとめてきた。ただし、分析課題の㋖
本人の内面的成長については、㋐から㋕で解明した内容を踏まえてまとめる必要があるため、以下
において、㋐から㋕の内容を総括的に示しつつ、㋖の内容に迫っていくことにする。
まず、４月から８月までの㋐の「農場学校の教育と生活」は、毎朝午前６時頃起床して歯を磨き、
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食堂に行き朝食を食べ、同８時に登校して学科の授業を学び、水曜日だけは午前中から実習で、12
時に昼食を取り、午後１時からほぼ友人と２人で柳沢家の農作業を同家の子ども達を指導しながら
実施していた。農作業は同６時半か同７時頃に終了し、食堂で晩食を食べ入浴をし、その後は日曜
学校準備会などの各種会議に出席していた。各種会議がない時は、入浴後学科の復習などをし、日
誌を書いて就寝していた。ただ、６月は茶臼原孤児院全体で田植を実施ししたため、午前中から実
習となることが多かった。また、７月からは月曜日午前中も実習となる一方で、18日からは昼休み
が２時間および３時間に増え、８月は夏休みのため学科はなかったが、同校の農場と柳沢家の農作
業を引き続き実施していたことが確認できた
㋑の「同校の教育内容」は、午前中の学科では国語、作文、英語、算術、歴史、聖書研究、園芸、
畜産を学び、７月から地理、化学が加わり作文がなくなり、実習も月曜日と水曜日に増加し、午後
はほぼ柳沢家の農作業であった。このため、国語、作文、歴史などの授業を通して一般教養的な知
識を学び、聖書研究ではキリスト教についての理解を深め、算術、化学からは農業の基礎となる知
識を学習し、園芸、畜産からは新しい農業技術を学んだことが理解できた。また、岡-竹は、英語
に強い興味を持て、日誌中に友人の氏名をアルファベットのイニシャルで記していたが、これらか
ら、外国へのあこがれとも推測できた。さらに、岡-竹の１年生の学科の成績が確認でき、１番で
はなかったが上位の成績で、他の同級生の成績も判明し、同校の教育成果の指標が理解できた。
㋒の「家庭舎への農業支援」は、友人と２人で、柳沢家の子どもを指導しつつ、陸稲、稲作、大
豆、茄子、甘藷、南瓜、胡瓜、葱、里芋の栽培や養蚕に関する技術を体験的に習得し、藁細工や馬
屋造りを通して手工芸や建築関係の技術も学んでいたと理解できた。また、これらの農業支援は、
岡-竹の生活費や学用品費を賄う重要な収入源でもあり、朝の草刈り作業も生活費等を賄う仕事で、
８月中旬は昼夜と問わず草刈りを実施していたことが確認できた。また、担当家庭舎の柳沢主婦と
は、親子のような関係であり、同家の院児たちにとっては兄的な存在になっていたことが理解でき
た。
そして、㋓の「宿舎の生活」は、２人の友人と３人で共同生活をし、晩食後は、娯楽会、日曜学
校準備会、青年会、生徒集会、送別会、木曜会、炊事会などの諸会議や、花の祭と田植慰労会の準
備などがあり、岡-竹はこれらの会議等に参加し、自主性、主体性に基づく自治精神を学び、これ
が農場学校の校風（文化）と理解できた。また、松本校長等が、生徒間で生じた暴力などの問題に
ついての生徒指導が度々実施されたことを記していたため、ここから、集団生活の中での規律と相
互協力の重要性を学んでいたことも理解できた。
㋔の「日曜日の生活」は、午前８時よりの日曜学校で子どもたちへキリスト教等の教育的活動を
実施し、同10時よりは礼拝に参加していたため、教育的活動を通してキリスト教への理解などが体
験的に深まったとみることができた。また、午後は、先生宅を訪問し社会的な知識を学んだり、友
人たちと遊んだりし、献労作業にも参加し、日曜学校を休んで午前中から高鍋町などへ買い物に行
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き、元の農業見習先を訪問することもあった。また、「茶臼原孤児院の行事」への参加は、５月４
日の花の祭や８月28日から９月3日にかけて実施された都農町の福浦海水浴場での海水浴があった
が、この行事については詳細な内容を記していた。このため、岡-竹などの同校生が中心的な役割
を果たして行事が実施され、生徒同士の自主的、主体的な行動力と相互協力が理解でき、かつ、彼
ら自身も楽しむ体験になっていたことが理解できた。
さらに、㋕の「在学生の協力関係」は、すでに述べてきたように、同校での教育と生活全体が集
団生活であったため、生徒間の協力関係が重要で、青年会などの諸会議や行事での役割分担を通し
て自主的、主体的な自治精神を学び、病気になった場合は相互協力が理解できた。一方、「卒業生
の殖民との協力関係」では、農場学校生全員が柳井迫殖民地の田植の手伝いに行くという、農業支
援が理解できた。
そして、先の㋐から㋕の内容から見えてきた、岡-竹自身の㋖「内面的成長への影響」をまとめ
ると、日々規則正しい生活をし、学科や実習を通して一般教養や農業技術を学び、稲作などの栽培
技術を体験的に習得し、殖民への移行準備が整うまでに成長しつつあったと理解できた。また、晩
食後の生活や諸会議および日曜学校などの大小の行事を通して、キリスト教の教えや集団生活の中
での規律と自主的、主体的な行動力や相互協力の自治的精神を学び、これらの内面的成長が推定で
きた。
なお、先のような自治精神は、石井院長が目指した茶臼原農村を「基督教的農村」にする根本的
精神に近いと筆者は理解でき、農場学校の松本校長等の教育と感化により、その精神が生徒に浸透
していたことが想定できる具体的な事例と判断できた。
註
１）拙筆「岡山孤児院の茶臼原農場学校での5年目の教育実践の成果（１）−ある農場学校生の１
月から３月の日誌分析を通して−」『東日本国際大学研究紀要』第22巻第１号、2017年３月、201
頁から238頁。
２）１）の203頁から205頁に記したが、不十分な点があり、今回加筆修正した。
３）拙筆「岡山孤児院の茶臼原農場学校での５年目の教育実践の内容と組織改編」『東北社会福祉
史研究』第35号、2017年３月、14頁から62頁。他多数。
４）以下この項の事実関係は、拙筆「大正期の岡山孤児院の運営体制と大庭理事時代（１）」『東北
社会福祉史研究』第20号（2002年６月）、56頁から62頁と68頁、69頁の引用と要約である。
５）以下この項の事実関係は、４）の62頁から69頁の引用と要約である。なお、４）の表17に家畜
係の斎藤新蔵等を記載しないミスがあり、その後の表17を引用した論文も誤記を訂正しなかった
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が、今回修正した。
６）以下この項の事実関係は、１）の211頁、212頁からの引用である。
７）茶臼原孤児院『大正八年度日誌』の記載の中にも、農場学校生の本籍地役場への戸籍謄本の請
求が確認できた。特に、徴兵検査の年齢に該当する同校生他の場合は、必ず本籍地役場へ戸籍謄
本を請求しており、同校生自身が本人の家族関係の現状を把握することができた。
８）同『大正八年度日誌』の４月24日。
９）１）の29頁、30頁。
10）例えば、1919年４月の『朝日新聞』には、「講和問題」と題して毎日ヴェルサイユ条約の締結
に向けての講和会議の動向が報道されていた。ただし、農場学校などで新聞を購読しいたかどう
かは確認してない。茶臼原孤児院『徴兵検査成績調』。
11）８）の４月28日。
12）３）の「岡山孤児院の茶臼原農場学校での５年目の教育実践の内容と組織改編」の24頁から26
頁。1919年の農場学校の予算には、生徒補助費が930円計上されていた。
13）８）の５月４日。３）の「岡山孤児院の茶臼原農場学校での５年目の教育実践の内容と組織改
編」の32頁から35頁。
14）例えば、『朝日新聞』の1919年５月２日の「山東問題経緯人種問題と英国」（２頁）、３日の「日
本の主張徹る山東問題決定」などの記事が、関係していたとみる。
15）８）の５月14日。なお、広-石は、農場学校を卒業した後も在院していたが、同校助手見習等
にはならず（拙筆「岡山孤児院の茶臼原農場学校での４年目の教育実践の内容とその実績」『東
北社会福祉史研究』第34号、2016年3月、10頁から13頁）、本年（1919年）５月14日に大阪市へ出
発したことが確認できた。このため、３）の「岡山孤児院の茶臼原農場学校での５年目の教育実
践の内容と組織改編」の33頁の表12に広-石を加筆する必要がある。
16）８）の５月28日。３）の「岡山孤児院の茶臼原農場学校での５年目の教育実践の内容と組織改
編」の33頁の表12と35頁。
17）山口昇他監修『新クリスチャン生活百科』、いのちのことば社、2007年５月、203頁、653頁。
18）８）の６月７日。
19）８）の７月１日。
20）８）の６月２日。岩村真鉄は、石井十次の義理の兄で、石井の岡山孤児院の活動を支え、1908
（明治41）年11月26日からは茶臼原孤児院の職員となり、1917年４月に退職した（柴田善守著『石
井十次の生涯と思想』、春秋社、1978年10月、336頁、337頁、他）。
21）８）の６月23日。
22）８）の７月24日。３）の「岡山孤児院の茶臼原農場学校での5年目の教育実践の内容と組織改編」
の33頁から35頁。
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23）『大正七年八月九日支那上海孤児院生徒委托願』。８）の９月11日。
24）８）の８月２日で、同日午後５時に石井院母が同伴し、大庭理事夫人とその姉弟などが来院し
た。
25）８）の８月１日、８月28日。
＜付 記＞
本稿は、科研費研究基盤研究（Ｃ）「岡山孤児院の２つの災害での貧孤児収容と同院での個別支
援の歴史的役割の総的研究」（15K03962）の成果の一部である。
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